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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、薬物動態解析に基づいて、完全静脈麻酔（TIVA）に用いられ

るプロポフォールと、プロポフォールと麻酔時及び治療上併用される他の

治療薬における薬物相互作用解明を目的としており、この目的は十分に妥

当である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

薬物相互作用解明のため、複数薬物の同時解析が可能となる分析法を開

発し、血漿中の薬物定量に対して感度及び精度は良好であった。この分析

法を用いてラット血漿中薬物を定量し、薬物動態解析を行った。今回の手

法は、本研究の目的遂行に対して適切であると判断される。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、プロポフォールと麻酔時に併用されるレミフ

ェンタニルの併用により、レミフェンタニルの血中濃度が上昇することを

明らかにした。さらには、治療時に併用されるカルバマゼピン及びミダゾ

ラムとの動態学的相互作用の存在も示唆している。このように、本研究は

今後の TIVA における種々の薬物相互作用解明が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は薬物相互作用の基礎研究に貢献するところが大

であり、審査委員は全員一致で博士（薬学）の学位に値するものと判断し

た。 

 

 

 


